令和６年１０月１日
医薬品の自己負担額の新たな仕組みのお知らせ
令和６年１０月１日より、後発医薬品（以下「ジェネリック医薬品」）利用の推進を目的として、処方医薬品の自己負担額の計算に新たな仕組みが導入されました。
厚生労働省より案内用のチラシが届きましたので、お知らせいたします。また、制度の概要を下記いたします。
記

＜制度の概要＞
　　①特定のジェネリック医薬品が存在する「先発医薬品」の処方を希望する場合、『先発医薬品
　　　とジェネリック医薬品の薬価の差額の４分の１相当額』が“特別の料金”として、健康保
険の患者負担分と合わせて患者の負担となる制度。
　　（差額４分の１に当たる“特別の料金”に対しては健康保険が適用されません）
　　②制度開始は「令和６年（２０２４年）１０月１日」からの実施です。
　　制度の詳細は別添の厚生労働省作成のチラシを確認願います。
　　ご自身の処方薬（先発医薬品）が該当するかは、主治医や薬剤師にご確認ください。
＜留意事項＞
　　・対象のジェネリック医薬品が存在する先発医薬品を、令和６年１０月１日以降も継続して
　　　処方を受ける場合、９月以前よりも自己負担額が増えることになります。
　　・対象となる場合、この機会に主治医や薬剤師に相談のうえ、ジェネリック医薬品への変更
　　　をご検討ください。
以　上
